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一般社団法人岩手県農業会議 

平成３０年度事業報告書 

自 平成３０年４月 １日 

至 平成３１年３月３１日 

Ⅰ 事業概要 

農業従事者の減少・高齢化、遊休農地の増加などにより農業生産構造の脆弱化が進行している中で、

本県農業の持続的発展のため、担い手への農地等の利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、

新規参入の促進など、農地等の利用の最適化を強力に推進していく必要がある。 

このため、本年度は、農業委員会業務の充実強化を図るため、平成 29年 10月に策定した「農業委

員会組織農地利用最適化推進活動方針」に基づく農業委員会活動を支援するなど、下記業務を重点的

に行った。 

また、農業・農村が抱える様々な課題について農業者の声を幅広くくみ上げ、農地等の利用の最適

化等により持続可能な経営基盤の再編が推進されるよう、農業・農村施策の充実を国、県に求めると

ともに、東日本大震災・津波や大雨等災害からの一日も早い復旧復興に向け、対策の継続を求めた。 

なお、当会が一般社団法人に組織変更してから２年が経過し、任期満了に伴う役員改選を行い、代

表理事会長が佐々木和博から高前田寿幸に交代するなど、新たに理事７名、監事３名が選任された。 

Ⅱ 重点取組事項 

（１）「農業委員会組織農地利用最適化推進活動方針」に基づく活動支援として、県下全農業委員会の

「農地利用最適化推進検討会」に参加し、助言するとともに、県振興局単位に「農地利用最適化推

進活動ブロック別検討会」、県内６ブロックにおいて「農業委員・農地利用最適化推進委員ブロッ

ク別研修会」を開催し、先進的事例の情報共有や意見交換を通じ、農地利用の最適化を推進した。 

また、国は、農地中間管理事業５年後見直しを踏まえ、「人・農地プランの実質化」を推進する

としたことから、各市町村のプランの実質化を促進するための市町村及び農業委員会の準備業務の

ポイントを、「農地最適化活動マニュアル暫定版（未定稿）」として示した。 

（２）「岩手県農業公社農地コーディネーター会議」や「農地中間管理事業推進会議」に参加し、農地

中間管理事業の活用促進を図るともに、「農地中間管理事業による農用地の集積・集約化の推進に

関する連携協定」に基づき、岩手県認定農業者組織連絡協議会や岩手県農業法人協会と（公社）岩
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手県農業公社との「農用地の集積・集約化の推進に関する意見交換会」を開催し、事業運用に担い

手の意見が反映されるよう支援した。 

（３）遊休農地の発生防止・解消のため、農業委員会の農地利用状況調査活動及び利用意向調査活動の

実施を徹底するとともに、県農業再生協議会構成機関・団体連携による県段階における対策を検討

したほか、耕作放棄地対策担当者会議等を開催し、市町村での耕作放棄地対策の必要性を改めて喚

起した。 

（４）平成 30 年度、新たに設置された「いわて農業経営相談センター」(事務局、ＪＡ岩手県中央会)

の構成員として、経営戦略会議に参画するとともに、「集落営農組織法人化支援担当者研修会」を

開催した。 

また、「農の雇用事業」等により農業法人等の雇用就農を支援するとともに、簿記研修の開催や

農業者年金への加入を推進したほか、岩手県認定農業者組織連絡協議会や岩手県農業法人協会など、

担い手組織の円滑な活動に協力し、担い手の経営発展に向けた取組みを支援した。 

（５）平成 30年度岩手県農業委員会大会を開催し、農業委員会や担い手組織からの意見等を踏まえ取りま

とめた「農業施策の充実に関する要請」を決議し、農地利用の集積・集約化対策の充実強化や東日本

大震災津波・原発事故等にかかる対策継続について、本県選出国会議員や県議会に要請するとともに、

農業委員会法に基づき、県に対し農地等利用最適化推進施策の改善についての具体的な意見を提出し

た。 
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Ⅲ 事業内容 

１ 会務の円滑な推進 

（１）総会の開催 

協議事項等 開催日・場所 

定時社員総会 

議案第１号 平成 29年度決算の承認について 

議案第２号 会員の退会同意について 

議案第３号 理事及び監事の選任について 

（全議案とも原案通り決定） 

出席会員数 90名 

会員総数 90名中、本人出席 43名、委任状提出による代理人による議決

権行使 10名、書面による議決権行使 37名 

※議案決定での会員退会に伴い、総会終了後は会員総数 87名 

６月 29日 

岩手県産業会館 

 

 

定期総会 

 議案第１号 平成 31年度会費の額及び徴収方法等の決定について 

議案第２号 平成 31年度借入金最高限度額及び借入先の決定について 

議案第３号 平成 31年度役員報酬等の決定について 

（全議案とも原案通り決定） 

出席会員数 86名 

会員総数 87名中、本人出席 38名、委任状提出による代理人による議決

権行使 9名、書面による議決権行使 39名 

３月 14日 

岩手県産業会館 

 

（２）理事会、監事会の開催 

  ア 理事会 

協議事項等 開催日・場所 

第１回 

議案 常設審議委員の承認について(補充選任) 

（原案通り決定） 

４月 11日 

書面決議 

第２回 

議案 常設審議委員の承認について(補充選任) 

（原案通り決定） 

５月 14日 

書面決議 

第３回 

議案第１号 平成 29年度事業報告及び決算の承認について 

議案第２号 会員の指名について 

議案第３号 常設審議委員の辞任同意について 

６月 14日 

エスポワールいわて 
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協議事項等 開催日・場所 

議案第４号 常設審議委員の承認について(補充選任) 

議案第５号 役員候補者の承認について 

議案第６号 定時社員総会の招集及び定時社員総会の附議すべき事項について  

（原案通り決定） 

第４回 

議案第１号 会長の選定について 

議案第２号 副会長の選定について 

議案第３号 専務理事の選定について 

議案第４号 常設審議委員の承認について(補充選任) 

（原案通り決定） 

６月 29日 

岩手県産業会館 

第５回 

議案第１号 常設審議委員の辞任同意について 

議案第２号 常設審議委員の承認について(補充選任) 

（原案通り決定） 

８月 31日 

書面決議 

第６回 

議案 常設審議委員の承認について(補充選任) 

（原案通り決定） 

９月 27日 

書面決議 

第７回 

 議案 職員の永年勤続表彰について 

（原案通り決定） 

12月 18日 

書面決議 

第８回 

議案第１号 平成 30年度収支予算の変更について 

議案第２号 平成 31年度事業計画(案)及び収支予算(案)の承認について 

 議案第３号 定期総会の招集について 

 議案第４号 定期総会に附議すべき事項について          

 議案第５号 常設審議委員会運営規程の改正について 

 議案第６号 就業規程の改正について 

議案第７号 経理規程の改正について 

議案第８号 預金預入先の決定について 

（原案通り決定） 

２月 22日 

岩手県産業会館 

第９回 

議案 常設審議委員の承認について 

（原案通り決定） 

３月 14日 

岩手県産業会館 
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イ 監事会 

監査内容 開催日・場所 

第１回 

平成 29年度事業報告及び決算の監査 

６月５日 

岩手県産業会館 

第２回 

 平成 30年度上半期の業務及び財産の状況の監査 

11月 28日 

岩手県産業会館 

 

（３）県農業再生協議会事務局業務の推進 

県農業再生協議会の事務局として、構成機関・団体との連携を図り、耕作放棄地再生利用緊急対

策事業、収入減少影響緩和対策積立金管理業務、岩手県経営所得安定対策等推進事業の実務を行っ

た。 

（４) 業務の効率的・効果的推進と「見える化」の推進 

農業委員会事務局職員の研修など、農業会議の主要事業をホームページで情報発信するとともに、

「いわて農業会議通信」のレイアウトや掲載内容を見直すなど、農業会議の業務の更なる「見える

化」を図った。 

また、全国農業会議所が作成する「農政対策ニュース」の配布により、国農政の動向等の最新情

報を迅速に農業委員会に提供した。 

内     容 月  日 

農業会議通信（№56号、№57号、№58号、№59号） ４月、７月、12月、１月 

(印刷物提供) 

農政対策ニュース（第 1号から第 30号） ４月～３月(メール提供) 

ホームページ投稿（お知らせ 30件、活動報告 6件） ４月～３月 

 

２ 農業委員会組織としての要請活動 

（１）農業・農村施策の充実 

農業委員会等と連携し、農地等の利用の最適化の推進をはじめ、農業・農村施策の充実に向けた具

体的な意見を、県議会及び本県選出国会議員に要請した。 

取組事項 内容、参加者等 月 日 

本県選出国会議員への要請 本県選出国会議員に対して、農業施策充実にか

かる本県独自の要請を行った(参加 39名) 

５月 30日 

 

県及び県議会への要請 

11月８日に開催した平成 30年度岩手県農業委

員会大会決議事項を「農業施策の充実に関する

要請」として、県及び県議会に要請を行った

(会長、副会長２名、専務理事) 

 

11月９日 
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取組事項 内容、参加者等 月 日 

本県選出国会議員との政策

要請懇談会 

 

平成 30年度岩手県農業委員会大会で決議した

「農業施策の充実に関する要請」を本県選出国

会議員に提出し、要請活動を行った(参加 51

名) 

11月 29日 

 

 

 

（２）東日本大震災・津波及び台風 10号大雨等災害からの復旧復興 

被災した農業者が、1日も早く、意欲を持って営農に取り組むことができるよう、被災者に寄り沿

った、きめ細やかな復旧復興対策の継続を、本県選出国会議員等に要請した。 

取組事項 内容、参加者等 月 日 

本県選出国会議員への要請 本県選出国会議員に要請 ５月 30日 

県及び県議会への要請 

(再掲) 

平成 30 年度岩手県農業委員会大会決議事項と

して要請を行った 

11月９日 

本県選出国会議員への要請 

(再掲) 

平成 30 年度岩手県農業委員会大会決議事項と

して要請を行った 

11月 29日 

 

 

３ 農業委員会相互の連絡調整及び農業委員会に対する支援 

（１）農地利用最適化活動の定着支援 

ア 農業委員会活動強化の支援 

（ア）担い手への農地の利用集積・集約化 

農業委員会による担い手への農地の利用集積・集約化の成果を高めるため、平成 29年度策定

した「農業委員会組織農地利用最適化推進活動方針」に基づく活動を支援し、農業委員会業務

の強化を図った。 

①農地利用最適化推進検討会への参加 

内 容  農業委員会毎に農地利用最適化推進活動計画、活動状況の検討 

参集者  農業委員、農地利用最適化推進委員、農業委員会事務局、農業会議 

実施状況 ４月 20日～４月 25日 滝沢市ほか５市町村 

     ５月 21日～５月 25日 釜石市ほか７市町村 

     ６月 20日～６月 28日 盛岡市ほか 11市町村 

     ７月 20日～７月 27日 平泉町ほか６市町村 

      10月 22日～10月25日  盛岡市ほか４市町村 

      11月 20日～11月26日  岩手町ほか４市町村 

      12月 20日～12月26日  軽米町ほか８市町村 

       1月 18日～ 2月20日  一関市ほか10市町村 
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②農地利用最適化推進活動ブロック別検討会の開催

  内 容  各農業委員会の最適化活動の情報共有、意見交換 

  参集者  各農業委員会地域推進班から代表して１班、農業委員会事務局、県、農業会議 

  開催状況 振興局単位に県内 4会場 

久慈市（７月 13日）、釜石市（７月 13日）、奥州市（７月 18日）、 

滝沢市（７月 19日） 

  参加人数 延べ 140人 

③農業委員・農地利用最適化推進委員ブロック別研修会の開催

内 容  農業委員会の最適化活動の先進事例の情報共有、意見交換 

  参集者  農業委員、農地利用最適化推進委員、農業委員会事務局、農業会議、 

農業公社、県 

  開催状況 県内６会場 

盛岡北・沿岸北（葛巻町９月４日）、沿岸南（大船渡市９月５日）、 

盛岡南（滝沢市９月６日）、県南南（奥州市９月 10日）、 

県南北（花巻市９月 11日）、久慈・二戸（軽米町９月 14日） 

参加人数 延べ 772人 

④「農地最適化活動マニュアル暫定版（未定稿）」の提示

農地中間管理事業５年後見直しを踏まえ、国では「人・農地プランの実質化」を推進する

としたことから、各市町村及び農業委員会の準備段階での取り組みのポイントを取りまと

めた「農地最適化活動マニュアル暫定版（未定稿）」を示した（3月）。 

関係機関・団体と連携し、農地中間管理事業の活用を促進するとともに、「農地中間管理事

業による農用地の集積・集約化の推進に関する連携協定」に基づき、岩手県認定農業者組織連

絡協議会、岩手県農業法人協会、岩手県農業公社との意見交換会の開催などにより、事業運用

に担い手の意向が反映されるよう支援した。 

①岩手県農業公社農地コーディネーター会議への参加  4月5日、6月14日、8月8日、10月16日、 

  12月13日、2月15日 

②農地中間管理事業推進会議への参加   奥州市（4月26日）、釜石市（4月26日）、 

二戸市（4月27日）、滝沢市（4月27日）、 

滝沢市（10月29日） 

③農地中間管理事業に係る意見交換会の開催    7月31日、11月26日 

④農地中間管理事業の推進に係る意見交換会への参加  軽米町（9月21日）、岩泉町（10月9日）、 

遠野市・花巻市・北上市（10月10日）、 

一関市・平泉町（10月17日）、 

住田町・陸前高田市・釜石市（10月22日） 

⑤東北農政局との意見交換会への参加   矢巾町（12月18日） 
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（イ）遊休農地の発生防止・解消

６年目となる「農地の日（7月 15日）」を中心に、農業委員会とともに遊休農地発生防止・

解消の機運を盛り上げるための活動を行った。 

県農業再生協議会を構成する関係機関・団体と連携し、県段階における遊休農地の発生防止・

解消対策の検討を開始するとともに、耕作放棄地対策担当者会議及び地域農業再生協議会等担当

者会議を開催し、市町村での耕作放棄地対策の必要性を改めて喚起した。 

また、広域振興局ごとに重点協議会を設定し、県協議会構成機関・団体も参加しながら、実

態と対策の共有のために「農地パトロール実施結果報告会及び耕作放棄地情報等の共有にかか 

る重点地域協議会意見交換会」を開催した。 

①県段階における遊休農地の発生防止・解消対策の検討会（6月1日、2月19日） 

②耕作放棄地対策担当者会議及び地域農業再生協議会等担当者会議（6月11日） 

③「農地パトロール実施結果報告会及び耕作放棄地情報等の共有にかかる重点地域協議会意見交換

会」(10月10日滝沢市、11月29日一関市、12月4日宮古市、12月11日九戸村) 

④耕作放棄地再生利用緊急対策交付金を活用した遊休農地解消面積 7ha（国交付金 9,532 千円、平

成30年度で終了）

イ 効果的な農業委員会活動の横展開

農地利用最適化推進ブロック別検討会や農業委員・農地利用最適化推進委員ブロック別研修会

（再掲）において、先行事例を紹介するとともに、県内の取組状況を情報提供した。 

ウ 相談窓口（農地相談センター）設置による業務支援

農地相談センターに専門職員を引き続き配置し、農業委員会に対する相談・助言活動を充実し、

農業委員会の農地転用等法令業務の適正かつ公正な処理を支援した。 

【支援実績】   （日、件） 

月 

項目 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

農地相談日数 19.0 19.0 19.5 19.0 16.5 17.5 21.0 20.5 17.0 17.5 17.5 17.5 221.5 

農地相談件数 125 140 131 157 159 151 146 138 127 105 113 110 1,602 

（２）農地利用最適化の推進に係る研修の充実

農業委員や農地利用最適化推進委員、農業委員会事務局職員の専門的知識の習得と活動の充実・

強化に向けた研修を実施した。 

① 農業委員会事務局職員を対象とした研修

農業委員会事務局長研修（盛岡市） 5月18日、10月15日、2月5日 

新任農業委員会事務局職員研修（盛岡市）   4月18日、19日 
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農業委員会業務推進研修会（盛岡市）                      7月5日 

農業委員会等農地事務担当職員研修会（盛岡市）              10月11日 

農地情報公開システム操作研修会（盛岡市）                10月18日 

②農業委員・農地利用最適化推進委員を対象とした研修 

農業委員会会長研修（盛岡市）               5月18日、2月13日～14日 

新任農業委員・農地利用最適化推進委員研修（盛岡市） 

 ・6月までに新体制に移行した農業委員会を対象             6月15日  

・7月から9月までに新体制に移行した農業委員会を対象        10月19日 

 農業委員・農地利用最適化推進委員特別研修会（盛岡市）           11月8日 

 農業委員会会長職務代理者・部会長等研修会（盛岡市）       12月5日～6日 

 女性農業委員・農地利用最適化推進委員活動研修会        2月13日～14日 

③北海道・東北ブロック合同研修会 

 北海道・東北ブロック女性農業委員・農地利用最適化推進委員研修会（福島市）     ７月３日 

 東北・北海道農業活性化フォーラム（札幌市）               8月 24日 

④全国段階研修会 

 農業委員会職員全国研究会（東京都）                11月 13日 

 女性農業委員登用促進研修会（東京都）              1月 9日～10日 

 第５回女性の農業委員会活動推進シンポジウム（東京都）       3月 6日 

 

（３）岩手県農業委員会大会の開催等 

ア 岩手県農業委員会大会の開催 

11月 8日、約 800名の参加の下、盛岡市都南文化会館において平成 30年度岩手県農業委員会

大会を開催し、農地利用最適化推進活動の充実強化について確認するとともに、市町村農業委員

会及、地方農業委員会連絡協議会及び担い手組織から提出された原案を取りまとめた「農業施策

の充実に関する要請」等を決議した。 

【決議事項】 

議案第１号 農地利用最適化推進活動の充実強化に関する決議 

議案第２号 農業施策の充実に関する要請決議 

議案第３号 農業委員会の体制及び活動の充実強化に関する申し合わせ決議 

【表  彰】 

〇農政・農事功労者表彰 

農政功労者     遠藤實光 氏（八幡平市）、折戸勝見 氏（陸前高田市） 

〇永年勤続農業委員・農地利用最適化推進委員表彰  5名 

〇農業委員会等活動表彰 

農地利用最適化推進活動部門   農業委員会部門 4農業委員会 

農業委員等部門 7名 
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農業者年金部門              農業委員会部門 5農業委員会 

農業委員等部門 4名 

全国農業新聞部門            農業委員会部門 2農業委員会 

農業委員等部門 12名 

イ 全国農業委員会会長大会への参加 

一般社団法人全国農業会議所が主催する全国農業委員会会長代表者集会に参加し、農地利用の最

適化の推進等について研鑽した。 

【全国及び県段階の大会等】 

①全国農業委員会会長大会（東京）              ５月 30日 

②全国農業委員会会長代表者集会（東京） 11 月30日 

 

（４）女性農業委員等の活動支援 

女性の農業委員・農地利用最適化推進委員の登用促進と女性が一層活躍できる環境づくりに向け、

いわてポラーノの会による女性委員候補者の掘り起こしを行うとともに、市町村長、市町村議会議

長、市町村農業委員会会長に対して登用促進について要請活動を行った。（要請者 ポラーノの会

役員ほか） 

【キャラバン実施】 

花巻市（4月 5日）、八幡平市（5月 7日）、一関市（5月 25日）、 

軽米町、二戸市（12月 3日）、山田町（1月 17日）、西和賀町（1月 23日） 

【平成 30年度新体制移行 11農業委員会の女性委員登用状況等】 

 移行前 移行後 

農業委員数 302 うち女性委員 38（12.6％） 170 うち女性委員 31（18.2％） 

農地利用最適化推進委員定数 － 211 うち女性委員 14（6.6％） 

 

４ 農地に関する情報収集、整理及び提供 

全国農業会議所の農地情報公開システムの改善方針及び対応状況を農業委員会に提供し、本格稼働

に向けた課題解決を支援した。 

来年度からの集落での話し合いへの地図情報の提供方法の検討のため、農地台帳の整備状況と地図

化について農業委員会と打合せを行った。 

滝沢市、岩手町（12月12日）、雫石町、盛岡市（12月14日） 

 

５ 農業経営を営み又は営もうとする者に対する支援 

年間新規就農者確保目標 260人の達成に向け、「岩手県新規就農相談センター（岩手県農業公社、

農業会議）」が主体となって、就農相談活動、新規就農希望者への情報提供、就農意欲の喚起など

に取り組むとともに、「農の雇用事業」を活用し、農業法人等の雇用就農を支援した。 
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【相談会及び調査実績】 

① 新農業人フェア（岩手県）                  9月 8日、1月 12日 

② 新・農業人フェア（東京都）           7月 28日、9月 1日、1月 26日 

③ 農業法人等の求人等情報収集調査              7月、10月、12月、3月 

【主な研修】 

① 農業雇用事業募集        3月～4月、5月～6月、7月～8月、10月～11月 

② 事業説明会・指導者養成研修会          8月 24日、11月 27日、2月 13日 

③ 農業技術検定                       7月 14日、12月 8日 

    【農の雇用事業活用実績、（  ）内は目標】 

      経営体数 53経営体（50）＜新規 11（15）＞ 

      研修生数 58人  （65）＜新規 31（30）＞  

 

６ 法人化の支援その他農業経営の合理化支援 

（１） 法人化の支援 

平成 30年度に設置された「いわて農業経営相談センター」の構成員として経営戦略会議に参画

するとともに、関係機関・団体が連携した法人化支援活動を開始した。 

集落営農組織法人化支援担当者研修会                             6月 8日 

 

（２）経営能力向上支援 

関係機関・団体と連携し、経営の見える化による経営発展を支援するための複式簿記記帳指導を

実施した。 

複式農業簿記記帳指導会（北上市）         7月 26日、9月 3日、12月 7日、2月 1日 

 

（３）農業者年金への加入推進 

農業者年金への加入推進活動を強化するとともに、農業者年金事務の適正な執行を図るため、研

修などを実施した。 

① 農業委員会の業務担当者会議及び研修 

新任担当者研修（金ケ崎町）                               4月 23日 

担当者会議（盛岡市）                    6月 13日、12月 14日 

担当者研修会（盛岡市）                                12月 14日 

② 加入推進関係者の研修 

 農業者年金加入推進特別研修会（盛岡市）                    7月 11日 

    【農業者年金加入実績、（  ）内は目標】 

    新規加入者数      93人（96） 

    うち 20～39歳加入者数 54人（64） 

    うち女性加入者数    29人（34） 
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７ 認定農業者等農業の担い手の組織化及び組織の運営支援 

農業経営者の意欲高揚やトップマネージャーとしての経営管理能力の向上などを図るため、勉強

会・研修会や県・農業団体との意見交換会の開催など、経営者組織の自主的な活動を支援した。 

また、北海道・東北の農業法人が一同に会する「北海道・東北農業法人ＷＥＥＫ」を岩手県農業法 

人協会と共催により開催した。 

【各経営者組織の主な活動実績】 

① 岩手県認定農業者組織連絡協議会

総会・市町村認定農業者組織会長等研修会  6月 11日、3月 15日 

ＪＡいわてグループとの意見交換会 7月４日 

農地中間管理事業に係る意見交換会（再掲） ７月 31日 

農業経営セミナー 12月 11日、12日 

② 岩手県認定農業者組織連絡協議会稲作部会

総会・研修会 3月 15日 

③ 岩手県農業法人協会

総会・協力会員との意見交換会   6月６日 

岩手県議会農林水産委員会委員との意見交換会  7月２日 

ＪＡいわてグループとの意見交換会  7月４日 

北海道・東北農業法人 WEEK2018in岩手  8月 29日、30日 

農地中間管理事業に係る意見交換会（再掲） 7月 31日 

経営戦略セミナー  ２月 11日 

④ 岩手県農業法人協会岩手アグリ新世会

総会・新規事業に係る説明会   ６月４日 

北海道・東北農業法人 WEEK2018in岩手  ８月 29日、30日 

⑤ 岩手県国際農友会（海外農業研修生ＯＢ組織）

研修会   4月 17日 

農業研修生海外派遣啓発キャラバン   5月 23日、7月 22日 

総会  2月 15日 

８ 農業一般に関する調査及び情報の提供業務 

（１）各種調査の実施

ア 田畑売買価格等に関する調査

農地取引価格（平成 30年５月 1日以前過去１年間）の動向を調査し、関係機関に情報提供した

（３月）。 

イ 農作業料金・農業労賃に関する調査

農作業料金・農業労賃（平成 30 年 1 月１日～12 月 31 日）を調査し、関係機関に情報提供した

（３月）。 
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ウ 農地の賃借料情報の提供

農業委員会が公表している賃借料情報（主に平成 30年１月１日から 12月 31日）を調査・整理

し、関係機関に情報提供するとともにホームページで公表した（平成 31年４月）。 

（２）情報提供の推進

全国農業新聞、全国農業図書の普及拡大など、情報提供の推進により農業委員会組織の活動の「見

える化」に引き続き取り組んだ。 

ア 農業会議通信

当会の機関紙である「農業会議通信」を４回（№56号・４月、№57号・７月、№58号・12月、№59

号・１月）発行し、関係機関・団体及び農業委員、農地利用最適化推進委員に配布した。（再掲） 

イ 研修の開催状況等の周知

農業委員・農地利用最適化推進委員や農業委員会事務局職員を対象とした研修や新規就農者、

担い手に対する研修などを、ホームページ等広報媒体を活用して情報報発信し、更なる活動の「見

える化」を図った。(ホームページによる発信（お知らせ 30件､活動報告 6件）) 

また､中央の農政の動向を農業委員会に伝えるため、「農政対策ニュース」（30回）を情報提供

した。（再掲） 

ウ 全国農業新聞

平成 30 年度は「全国農業新聞で農地利用の最適化達成を目指す３カ年運動」の最終年度であ

り、これまで取り組んできた「農業委員・農地利用最適化推進委員１人月１回以上の声かけ活動

の励行」と「年間新たに１人１部の新規購読を確保」を徹底するとともに、市町村農業委員会の

総会等の機会を捉えた市町村巡回や担い手組織の会員などへの普及を強化した。 

新聞紙面については、全国農業新聞北海道・東北総局として、全国面や東北版の充実を図ると

ともに、岩手版については引き続き情報員（農業委員会事務局職員）の協力を得て、情報発信を

強化した。 

【本年の普及部数と主な会議】 

① 普及部数及び普及率(暦年)

目標部数   4,100部以上 → 12月現在 3,320部 

目標普及率※   500％以上 →   〃    400％ 

※目標普及率：農業委員・農地利用最適化推進委員数の 5倍以上の購読部数

②全国情報会議 (一般社団法人全国農業会議所主催)     4月 12日 

③全国農業新聞情報員会議（盛岡市）    5月 9日 

④全国農業新聞業務担当者会議(金ケ崎町)  7月 13日 

エ 全国農業図書

新制度移行に関連し、農業委員、農地利用最適化推進委員向けの必携図書や新刊図書を農業委

員会等に案内し、全国農業図書の普及拡大を図った。 
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①新刊案内(メールマガジン及びホームページ掲載) 4月～2月 

②図書目録の配布 6月、1月 

③パンフレット見本の配布 4月～2月 

オ 「農業委員会だより」発行の支援

一般社団法人全国農業会議所が主催する全国コンクールに、北上市農業委員会の農委だよりが

掲載されている北上市発行の「広報きたかみ」を推薦するとともに、農業委員会の広報紙にかか

る研修会や全国優良事例の紹介などにより、「農業委員会だより」の発行を支援した。 

① 第 24回「農業委員会だより」全国コンクール入選集の配布 5月 14日 

② 第 25回「農業委員会だより」全国コンクール参加募集 6月 １日 

③ 第 25回「農業委員会だより」全国コンクールに「広報きたかみ」推薦  12月 11日

④ 北上市発行「広報きたかみ」「全国農業新聞賞」受賞 平成 31年 4月 11日(平成

31年度全国情報会議)

９ 農地法その他法令の規定により機構が行う業務 

農地法に基づく農地転用許可について、農業委員会から意見を求められた案件について常設審議委

員会で審議するとともに、農地等の利用の最適化に向けた取組状況について意見交換を行った。 

常設審議委員会処理事項は次のとおり。 

協議事項等 開催日・場所 

第 25回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

 話題提供 

 「平成 30年度農業・農村関係予算のポイントについて」 

 説明者 県農林水産部農業振興課 

4月 16日 

エスポワールいわて

第 26回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

 協  議 

 農業施策の充実にかかる要請について 

話題提供 

 「農地転用許可に係る件数・面積の推移について」 

説明者 県農林水産部農業振興課 

5月 16日 

エスポワールいわて

第 27回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

6月 14日 

エスポワールいわて
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協議事項等 開催日・場所 

話題提供 

 「遊休農地の発生防止・解消について」 

説明者 農業会議 

第 28回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

話題提供 

 「岩手県から国への提言・要望について」 

説明者 県農林水産部農業振興課 

7月 12日 

岩手県産業会館 

第 29回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

話題提供 

 1「農業委員会組織農地利用最適化推進活動の実施状況について」 

説明者 農業会議 

 2「北海道・東北農業法人 WEEK2018in岩手～HORAFUKIチャンピ 

オンシップ～の開催について」

説明者 農業会議

8月 10日 

岩手県産業会館 

第 30回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

話題提供 

 「平成 31年度予算概算要求について」 

説明者 東北農政局岩手県拠点 地方参事官室 

9月 13日 

エスポワールいわて

第 31回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

協  議 

 「平成 30年度岩手県農業委員会大会要請決議案について」 

話題提供 

「農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律について」 

  説明者 県農林水産部農業振興課 

10月 12日 

岩手県産業会館 

第 32回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

11月５日 

岩手県産業会館 
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協議事項等 開催日・場所 

話題提供 

「岩手県における高品質良食味米の生産販売について」 

  説明者 県農林水産部県産米戦略室 

第 33回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

話題提供 

「JAいわてグループの自己改革の取り組みについて」 

説明者 岩手県農業協同組合中央会 総務企画部 

その他 

1平成30年度農業委員会大会における決議要請書への対応について(県回答) 

2 農地中間管理事業の 5年後見直し等について(取りまとめ) 

12月 13日 

岩手県産業会館 

第 34回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

話題提供 

「平成 31年度予算概算決定等について」 

  説明者 東北農政局岩手県拠点 地方参事官室 

１月 15日 

岩手県産業会館 

第 35回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

 協  議 

 1 平成 31年度岩手県農業会議事業計画書(案)について 

  2 常設審議委員会委員選任方法の変更について 

２月 14日 

岩手県産業会館 

第 36回 

議  事 

1 農地法第 4条の規定に基づく意見聴取について 

2 農地法第 5条の規定に基づく意見聴取について 

 そ の 他 

 1 農地法に基づく市町村農業委員会から一般社団法人岩手県農業 

会議への意見聴取案件の変更の検討状況について 

2 農業委員会新体制について 

３月 14日 

岩手県産業会館 

10 農地等の利用の最適化の推進に関する施策の改善に関する意見の提出 

農地等利用最適化推進施策の改善についての具体的な意見を、農業委員会や担い手組織からの意見

等を踏まえ、11月 8日に開催した岩手県農業委員会大会において決議し、農業委員会法第 53条に基

づいて 11月 9日に県に提出した。（再掲） 
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平成30年度決算の状況 

1 貸借対照表の部（平成31年3月31日現在） 

資産合計は72,715,433円で、前年度対比1,544,588円減少した。普通預金、定期預金

（退職給与）、未収金（全国農業会議所委託金）が減少したことによる。 

負債合計は53,153,488円で、前年度対比3,174,981円減少した。未払金は増加したもの

の、預り金、短期借入金、退職給付引当金が減少したことによる。 

この結果、正味財産合計は19,561,945円となり前年度と比べ1,630,393円増加した。 

2 正味財産増減計算書の部（平成30年4月1日～平成31年3月31日） 

（1）経常収益

経常収益合計は93,413,123円で、前年度対比5,091,344円減少した。受取補助金（前年

度対比4,638,000円減少）、受取委託金（前年度対比450,107円減少）ともに減少したこ

とによる。 

（2）経常費用

経常費用合計は90,969,333円で、前年度対比6,356,982円減少した。

管理費（法人会計）がパソコン更新及び一括減価償却により増加（前年度対比474,953

円増額）したものの、事業費（事業会計）において補助事業費等の減額により大幅に減

少（前年度対比6,831,935円減少）したことによる。 

前年度対比で特に増減の大きかった科目は次の通り。 

①職員の1名減（欠員不補充）により、給料手当は、事業費において4,253,893円、管

理費において508,349円それぞれ前年度対比で減少し、法定福利費は、事業費におい

て834,103円、前年度対比で減少した。

②受取補助金、受取委託金の減少により、会議や研修会の経費を節減したことから、

事業費の旅費交通費777,110円、通信運搬費258,546円、印刷製本費365,567円、会

場・会議費198,590円、諸謝金263,768円などが、それぞれ前年度対比で減少した。

③職員のパソコン更新により、減価償却費が、事業費で 743,634円、管理費で

1,560,276円、それぞれ前年度対比で増加した。

④公用車の廃止により、管理費の事務所費（岩手県産業会館からの駐車場借上分）

456,080千円、賃借料470,457千円、それぞれ前年度対比で減少した。

（3）当期経常増減額

当期経常増減額は2,443,790円となり、前年度対比1,265,638円増加した。

経常収益が前年度対比で500万円を超える減収となったものの、会議や研修会の経費節

減、職員１名減（欠員不補充）による人件費圧縮により、経常経費が前年度対比で636万

円を超える削減をしたことから、例年並みの当期一般正味財産増減額となった。 

2月理事会で変更を承認された収支予算とほぼ同額。 

（4）当期一般正味財産増減額

当期一般正味財産増減額は1,630,393円となり、前年度対比452,241円増加した。

当期経常増減額から、特別損失である公用車廃止に伴うリース解約料（リース資産除

却損）813,397円を差し引かれ当該金額となったもので、当期一般正味財産増減額も、2

月理事会で承認された収支予算とほぼ同額である。 
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負債及び正味財産合計 72,715,433 74,260,021 △ 1,544,588

（ う ち 特 定 資  産  へ の 充 当 額 ） (    2,994,274) (    2,994,274) (    0)

正味財産合計 19,561,945 17,931,552 1,630,393

指定正味財産合計 0 0 0

  ２．一般正味財産 19,561,945 17,931,552 1,630,393

Ⅲ　正味財産の部

  １．指定正味財産

流動負債合計 10,040,574 12,887,165 △ 2,846,591

  ２．固定負債

負債合計 53,153,488 56,328,469 △ 3,174,981

退    職    給     付     引    当    金 43,112,914 43,441,304 △ 328,390

固定負債合計 43,112,914 43,441,304 △ 328,390

預 り 金 190,706 655,258 △ 464,552

短 期 借 入 金 4,000,000 8,000,000 △ 4,000,000

  １．流動負債

その他固定資産合計 1,394,016 1,510,303 △ 116,287

固定資産合計 4,388,290 4,504,577 △ 116,287

未 払 金 5,849,868 4,231,907 1,617,961

資産合計 72,715,433 74,260,021 △ 1,544,588

Ⅱ　負債の部

保 証 金 1,184,016 1,300,303 △ 116,287

関    連    会     社     出    資    金 210,000 210,000 0

特定資産合計 2,994,274 2,994,274 0

(3) その他固定資産

(2) 特定資産

事  務   所   移   転   積   立   資  産 2,994,274 2,994,274 0

  ２．固定資産

貯 蔵 品 16,491 13,300 3,191

流動資産合計 68,327,143 69,755,444 △ 1,428,301

未 収 金 1,876,000 2,142,947 △ 266,947

立 替 金 52,020 28,920 23,100

普 通 預 金 13,569,569 14,429,449 △ 859,880

定 期 預 金 52,786,927 53,110,767 △ 323,840

  １．流動資産

現金預金 66,382,632 67,570,277 △ 1,187,645

小 口 現 金 26,136 30,061 △ 3,925

貸借対照表(総括表）
平成31年 3月31日現在

一般社団法人岩手県農業会議（平成30年度） （単位:円）

科 目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ　資産の部
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農委ネットワー
ク機構負担金事

業費

機構集積支援事
業費

農業者年金業務
委託事業費

田畑売買価格等
調査事業

農の雇用委託事
業費

新規就農者支援
事業費

啓蒙宣伝費 農業委員大会費 農政対策費 小   計

0 25,920 785,063 △ 125,199 △ 1,261,241 24,881 0 0 209,083 △ 341,493 833,268 65,890,857 66,382,632

0 0 0 0 0 0 0 0 26,136 26,136

0 25,920 785,063 △ 125,199 △ 1,261,241 24,881 0 0 209,083 △ 341,493 833,268 13,077,794 13,569,569

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 52,786,927 52,786,927

0 0 0 129,999 1,387,041 0 0 0 0 1,517,040 0 358,960 1,876,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 52,020 52,020

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16,491 16,491

0 25,920 785,063 4,800 125,800 24,881 0 0 209,083 1,175,547 833,268 66,318,328 68,327,143

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,994,274 2,994,274

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,994,274 2,994,274

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,184,016 1,184,016

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 210,000 210,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,394,016 1,394,016

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,388,290 4,388,290

0 25,920 785,063 4,800 125,800 24,881 0 0 209,083 1,175,547 833,268 70,706,618 72,715,433

0

0

0 25,920 785,063 4,800 125,800 24,881 0 0 209,083 1,175,547 833,268 3,841,053 5,849,868

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 190,706 190,706

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,000,000 4,000,000

0 25,920 785,063 4,800 125,800 24,881 0 0 209,083 1,175,547 833,268 8,031,759 10,040,574

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 43,112,914 43,112,914

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 43,112,914 43,112,914

0 25,920 785,063 4,800 125,800 24,881 0 0 209,083 1,175,547 833,268 51,144,673 53,153,488

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19,561,945 19,561,945

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,994,274 2,994,274

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19,561,945 19,561,945

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 72,715,433 72,715,433

（ う ち 特 定 資  産  へ の 充 当 額 ）

正味財産合計

負債及び正味財産合計

普 通 預 金

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

  １．指定正味財産

指定正味財産合計

  ２．一般正味財産

短       期        借        入 金

流動負債合計

  ２．固定負債

退    職    給     付     引    当    金

固定負債合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

預 り 金

(3) その他固定資産

保 証 金

関    連    会     社     出    資    金

その他固定資産合計

固定資産合計

(2) 特定資産

事  務   所   移   転   積   立   資  産

特定資産合計

  １．流動負債

未 払 金

未 収 金

立 替 金

貯 蔵 品

流動資産合計

  ２．固定資産

Ⅰ　資産の部

  １．流動資産

現金預金

小 口 現 金

定 期 預 金

貸借対照表内訳表
平成31年 3月31日現在

（単位：円）一般社団法人岩手県農業会議（平成30年度）

科 目

公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合   計
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雑  費 525,999 821,764 △ 295,765

減 価 償 却 費 743,634 0 743,634

租 税 公 課 792,700 809,400 △ 16,700

支 払 助 成 金 208,000 172,000 36,000

委 託 費 181,480 153,160 28,320

諸 会 費 17,000 30,800 △ 13,800

支 払 負 担 金 7,500 10,500 △ 3,000

保 守 費 7,712 0 7,712

賃 借 料 800,750 925,724 △ 124,974

光 熱 水 料 費 264,000 225,000 39,000

事 務 所 費 1,086,000 928,000 158,000

諸 謝 金 3,383,959 3,647,727 △ 263,768

渉 外 費 462,795 849,749 △ 386,954

広 告 宣 伝 費 896,008 745,200 150,808

消 耗 品 費 1,083,255 1,252,772 △ 169,517

会     場 ・ 会 議     費 1,288,457 1,487,047 △ 198,590

印 刷 製 本 費 1,381,576 1,747,143 △ 365,567

図 書 資 料 費 706,628 739,750 △ 33,122

旅 費 交 通 費 4,942,016 5,719,126 △ 777,110

通 信 運 搬 費 1,499,356 1,757,902 △ 258,546

福     利 厚 生 等     費 6,586,870 7,420,973 △ 834,103

事 業 費 [    64,600,145] [    71,432,080] [  △ 6,831,935]

給 料 手 当 37,734,450 41,988,343 △ 4,253,893

(2) 経常費用

雑 収 益 11,484 13,392 △ 1,908

経常収益計 93,413,123 98,504,467 △ 5,091,344

雑 収 益 [    16,961] [    20,198] [  △ 3,237]

受 取 利 息 5,477 6,806 △ 1,329

受 取           会           費 [    31,291,000] [    31,291,000] [    0]

普 通 会 費 (    31,291,000) (    31,291,000) (    0)

県 委 託 金 (    129,999) (    129,999) (    0)

 田畑売買価格等調 査 結 果 分析事業委託金 129,999 129,999 0

就   農   相    談    委    託   事   業 830,875 845,945 △ 15,070

情  報  提  供  推   進   委  託  事  業 5,720,268 4,551,037 1,169,231

全  国  農  業  会   議   所  委  託  金 (    12,670,684) (    11,902,270) (    768,414)

農   の   雇    用    委    託   事   業 6,119,541 6,505,288 △ 385,747

農  業  者  年  金   基   金  委  託  金 (    8,333,479) (    9,552,000) (  △ 1,218,521)

農 業  者  年  金  業  務  委  託  事 業 8,333,479 9,552,000 △ 1,218,521

機   構   集    積    支    援   事   業 18,204,000 23,997,000 △ 5,793,000

受 取 委 託 金 [    21,134,162] [    21,584,269] [  △ 450,107]

(    45,609,000) (  △ 4,638,000)

農委ネ ッ ト ワ ー ク 機 構 補 助 金事業 22,767,000 21,612,000 1,155,000

(1) 経常収益

正味財産増減計算書（総括表）
平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで

一般社団法人岩手県農業会議（平成30年度） （単位:円）

科 目 当年度 前年度 増  減

受     取 補 助 金     等 [    40,971,000] [    45,609,000] [  △ 4,638,000]

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 １．経常増減の部

県 補 助 金 (    40,971,000)
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指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 19,561,945 17,931,552 1,630,393

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

当期一般正味財産増減額 1,630,393 1,178,152 452,241

一般正味財産期首残高 17,931,552 16,753,400 1,178,152

一般正味財産期末残高 19,561,945 17,931,552 1,630,393

当期経常外増減額 △813,397 0 △ 813,397

ﾘｰｽ資産除却損 813,397 0 813,397

経常外費用計 813,397 0 813,397

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0

(2) 経常外費用

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 2,443,790 1,178,152 1,265,638

 ２．経常外増減の部

 評価損益等調整前当期経常増減額 2,443,790 1,178,152 1,265,638

経常費用計 90,969,333 97,326,315 △ 6,356,982

雑  費 491,765 341,195 150,570

租          税           公 課 118,537 119,141 △ 604

減       価 償 却 費 1,560,276 0 1,560,276

修 繕 費 33,200 31,176 2,024

諸 会 費 2,620,000 2,620,000 0

委 託 費 362,060 386,060 △ 24,000

賃 借 料 505,207 975,664 △ 470,457

保 険 料 0 84,365 △ 84,365

保 守 費 160,918 140,184 20,734

事          務           所 費 3,257,148 3,713,228 △ 456,080

光       熱 水 料 費 929,092 901,444 27,648

広       告        宣 伝 費 10,800 43,200 △ 32,400

会     場      ・      会 議     費 121,675 67,139 54,536

図 書 資 料 費 26,863 58,040 △ 31,177

消          耗           品 費 477,243 245,261 231,982

通 信 運 搬 費 147,412 165,977 △ 18,565

印 刷 製 本 費 235,831 194,518 41,313

旅 費 交 通 費 967,733 1,020,405 △ 52,672

福     利      厚 生 等     費 2,098,841 2,049,602 49,239

給 料 手 当 10,770,687 11,279,036 △ 508,349

役 員 報 酬 1,473,900 1,458,600 15,300

管 理 費 [    26,369,188] [    25,894,235] [    474,953]
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農委ネットワー
ク機構負担金事

業費

機構集積支援事
業費

農業者年金業務
委託事業費

田畑売買価格等
調査事業

農の雇用委託事
業費

新規就農者支援
事業費

啓蒙宣伝費 農業委員大会費 農政対策費 小   計

22,767,000 18,204,000 0 0 0 0 0 0 0 40,971,000 0 0 40,971,000

22,767,000 18,204,000 0 0 0 0 0 0 0 40,971,000 0 0 40,971,000

22,767,000 0 0 0 0 0 0 0 0 22,767,000 0 0 22,767,000

0 18,204,000 0 0 0 0 0 0 0 18,204,000 0 0 18,204,000

0 0 8,333,479 129,999 6,119,541 830,875 0 0 0 15,413,894 5,720,268 0 21,134,162

0 0 8,333,479 0 0 0 0 0 0 8,333,479 0 0 8,333,479

0 0 8,333,479 0 0 0 0 0 0 8,333,479 0 0 8,333,479

0 0 0 0 6,119,541 830,875 0 0 0 6,950,416 5,720,268 0 12,670,684

0 0 0 0 6,119,541 0 0 0 0 6,119,541 0 0 6,119,541

0 0 0 0 0 830,875 0 0 0 830,875 0 0 830,875

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,720,268 0 5,720,268

0 0 0 129,999 0 0 0 0 0 129,999 0 0 129,999

0 0 0 129,999 0 0 0 0 0 129,999 0 0 129,999

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31,291,000 31,291,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31,291,000 31,291,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16,961 16,961

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,477 5,477

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11,484 11,484

22,767,000 18,204,000 8,333,479 129,999 6,119,541 830,875 0 0 0 56,384,894 5,720,268 31,307,961 93,413,123

22,829,260 18,234,359 8,333,479 133,512 6,119,541 830,875 247,968 894,199 1,256,684 58,879,877 5,720,268 0 64,600,145

17,934,640 10,105,410 3,051,620 108,680 4,383,460 488,400 0 0 0 36,072,210 1,662,240 0 37,734,450

3,380,320 1,789,270 562,650 19,500 483,460 36,520 0 0 0 6,271,720 315,150 0 6,586,870

0 3,011,095 622,791 0 282,423 121,600 0 98,338 493,365 4,629,612 312,404 0 4,942,016

0 650,050 167,843 0 200,158 84,435 0 0 121,499 1,223,985 275,371 0 1,499,356

0 574,014 238,513 0 44,472 8,021 247,968 163,490 28,934 1,305,412 76,164 0 1,381,576

0 413,827 153,514 0 47,844 0 0 0 72,162 687,347 19,281 0 706,628

0 426,463 179,211 532 141,375 17,922 0 0 200,535 966,038 117,217 0 1,083,255

0 719,510 122,769 0 124,632 0 0 283,722 28,320 1,278,953 9,504 0 1,288,457

0 0 87,773 0 0 0 0 236,397 10,800 334,970 127,825 0 462,795

0 0 896,008 0 0 0 0 0 0 896,008 0 0 896,008

1,514,300 242,598 1,568,611 0 18,450 0 0 40,000 0 3,383,959 0 0 3,383,959

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,086,000 0 1,086,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 264,000 0 264,000

0 3,678 4,034 0 0 0 0 0 0 7,712 0 0 7,712

0 264,092 154,082 0 150,727 43,077 0 0 36,276 648,254 152,496 0 800,750

0 0 0 0 0 0 0 0 17,000 17,000 0 0 17,000

0 7,500 0 0 0 0 0 0 0 7,500 0 0 7,500

0 0 0 0 0 0 0 0 208,000 208,000 0 0 208,000

0 0 0 0 0 0 0 60,480 0 60,480 121,000 0 181,480

0 0 183,384 0 0 0 0 0 0 183,384 560,250 0 743,634減 価 償 却 費

事 務 所 費

光 熱 水 料 費

賃 借 料

保 守 費

支 払 負 担 金

諸 会 費

委 託 費

支 払 助 成 金

図 書 資 料 費

印 刷 製 本 費

会     場 ・ 会 議     費

消 耗 品 費

広 告 宣 伝 費

渉 外 費

諸 謝 金

(2) 経常費用

経常収益計

給 料 手 当

事 業 費

福     利 厚 生 等     費

通 信 運 搬 費

旅 費 交 通 費

就   農   相    談    委    託   事   業

農   の   雇    用    委    託   事   業

県 委 託 金

情  報  提  供  推   進   委  託  事  業

受 取           会           費

 田畑売買価格等調 査 結 果 分析事業委託金

雑 収 益

普 通 会 費

雑 収 益

受 取 利 息

(1) 経常収益

 １．経常増減の部

県          補           助 金

受     取      補      助      金     等

機   構   集    積    支    援   事   業

農委ネ ッ ト ワ ー ク 機 構 補 助 金事業

農  業  者  年  金   基   金  委  託  金

受 取 委 託       金

全  国  農  業  会   議   所  委  託  金

農 業  者  年  金  業  務  委  託  事 業

収益事業等会
計

法人会計 合   計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

正味財産増減計算書内訳表
平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで

（単位：円）一般社団法人岩手県農業会議（平成30年度）

科 目

公益目的事業会計
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農委ネットワー
ク機構負担金事

業費

機構集積支援事
業費

農業者年金業務
委託事業費

田畑売買価格等
調査事業

農の雇用委託事
業費

新規就農者支援
事業費

啓蒙宣伝費 農業委員大会費 農政対策費 小   計

収益事業等会
計

法人会計 合   計

正味財産増減計算書内訳表
平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで

（単位：円）一般社団法人岩手県農業会議（平成30年度）

科 目

公益目的事業会計

0 0 308,600 4,800 236,600 30,900 0 0 0 580,900 211,800 0 792,700

0 26,852 32,076 0 5,940 0 0 11,772 39,793 116,433 409,566 0 525,999

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26,369,188 26,369,188

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,473,900 1,473,900

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,770,687 10,770,687

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,098,841 2,098,841

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 967,733 967,733

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 147,412 147,412

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 235,831 235,831

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26,863 26,863

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 477,243 477,243

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 121,675 121,675

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,800 10,800

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,257,148 3,257,148

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 929,092 929,092

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 160,918 160,918

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 505,207 505,207

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,620,000 2,620,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 362,060 362,060

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,560,276 1,560,276

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33,200 33,200

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 118,537 118,537

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 491,765 491,765

22,829,260 18,234,359 8,333,479 133,512 6,119,541 830,875 247,968 894,199 1,256,684 58,879,877 5,720,268 26,369,188 90,969,333

△ 62,260 △ 30,359 0 △ 3,513 0 0 △ 247,968 △ 894,199 △ 1,256,684 △ 2,494,983 0 4,938,773 2,443,790

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

△ 62,260 △ 30,359 0 △ 3,513 0 0 △ 247,968 △ 894,199 △ 1,256,684 △ 2,494,983 0 4,938,773 2,443,790

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 813,397 813,397

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 813,397 813,397

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 △ 813,397 △ 813,397

△ 62,260 △ 30,359 0 △ 3,513 0 0 △ 247,968 △ 894,199 △ 1,256,684 △ 2,494,983 0 4,125,376 1,630,393

62,260 30,359 3,513 247,968 894,199 1,256,684 2,494,983 △ 2,494,983

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,630,393 1,630,393

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17,931,552 17,931,552

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19,561,945 19,561,945

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19,561,945 19,561,945

当期指定正味財産増減額

Ⅱ　指定正味財産増減の部

指定正味財産期末残高

指定正味財産期首残高

Ⅲ　正味財産期末残高

経常外収益計

(1) 経常外収益

ﾘｰｽ資産除却損

(2) 経常外費用

当期経常外増減額

経常外費用計

当期一般正味財産増減額

 他会計振替前当期一般正味財産増減額

一般正味財産期末残高

一般正味財産期首残高

他会計振替額

雑 費

経常費用計

評価損益等計

 評価損益等調整前当期経常増減額

 ２．経常外増減の部

当期経常増減額

保 守 費

諸 会 費

賃 借 料

減       価 償 却 費

委 託 費

租          税           公 課

修 繕 費

消          耗           品 費

図 書 資 料 費

会     場      ・      会 議     費

広       告        宣 伝 費

光       熱 水 料 費

事          務           所 費

給 料 手 当

福     利      厚 生 等     費

旅 費 交 通 費

印 刷 製 本 費

通 信 運 搬 費

租 税 公 課

雑 費

管 理 費

役 員 報 酬
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      就農相談委託事業 24,881

  未払金

      農の雇用委託事業 125,800

  未払金

      農業者年金業務委 785,063

  託事業未払金

      機構集積支援事業 25,920

  未払金

  (流動負債)

  未払金 5,849,868

     資産合計 72,715,433

      杜陵信用組合出資 10,000

  証券

  般債権

   固定資産合計 4,388,290

  関連会社出資金 210,000

      岩手県産業会館一 200,000

    その他固定資産

  保証金 1,184,016

      岩手県産業会館入 2,994,274

  居保証金積立金

    特定資産

  事務所移転積立資産 2,994,274

   流動資産合計 68,327,143

  (固定資産)

  貯蔵品 16,491

      切手 16,491

      その他未収金 358,960

  立替金 52,020

      全国農業会議所委 1,387,041

  託金未収金

  未収金 1,876,000

      県補助金未収金 129,999

  杜信）

      業務運営特別積立金 9,664,924

  岩銀）

      退職給与積立金④（ 10,171,984

  県信連）

      退職給与積立金③（ 10,140,321

  県信連）

      退職給与積立金②（ 16,016,468

  定期預金 52,786,927

      退職給与積立金①（ 6,793,230

      岩手銀行(№１) 62,001

      杜陵信用組合(№３) 81,116

      県信用農業協同組合 13,426,452

  連合会

  現金 手元保管 運転資金として 26,136

  預金 普通預金 13,569,569

財産目録
平成31年 3月31日現在

一般社団法人岩手県農 （単位:円）

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金        額

  (流動資産)
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     負債合計 53,153,488

     正味財産 19,561,945

  退職給付引当金 43,112,914

   固定負債合計 43,112,914

   流動負債合計 10,040,574

  (固定負債)

      県信用農業協同組 4,000,000

  合連合会

      その他預り金 1,772

  短期借入金 4,000,000

      源泉所得税 81,199

      社会保険料等 107,735

      その他未払金 4,054,936

  預り金 190,706

      情報提供推進委託 833,268

  事業未払金
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１．重要な会計方針
(1)有価証券の評価基準および評価方法

該当無し。

(2)引当金の計上基準
退職給付引当金・・・職員に対する退職金の支払いに備えるため。

(3)消費税の会計処理
消費税の会計処理は、税込経理方式による。

２．特定資産の増減額およびその残高 (単位：円)
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

2,994,274 0 0 2,994,274

2,994,274 0 0 2,994,274

３．特定資産の財源等の内訳 (単位：円)

当期末残高
(うち指定正味
財産からの
充当額)

(うち一般正味
財産からの
充当額)

(うち負債に
対応する額)

2,994,274 ()

2,994,274 ()

４．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 (単位：円)

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

農林水産
省・岩手県 0 22,767,000 22,767,000 0 －

農林水産省 0 18,204,000 18,204,000 0 －

農業者年金
基金 0 8,333,479 8,333,479 0 －

全国農業会
議所 0 12,670,684 12,670,684 0 －

岩手県 0 129,999 129,999 0 －

0 62,105,162 62,105,162 0

５．短期借入金

６．減価償却資産及び償却資産（固定資産税）

科　　　目

財務諸表に対する注記

県委託金

委託金

　短期借入金は、岩手県信用農業協同組合連合会の貸付専用当座貸越　4,000,000円（返済日令和元年5月
31日4,000,000円）となっている。

合　　　計

科　　　目
特定資産
　事務所移転積立資産

合　　　計

合　　　計

特定資産

補助金等の名称

補助金
農業委員会ネットワーク機構補助
金

　減価償却資産は、全国農業会議所の指導・助言により、計上は一般社団法人化後の取得資産のみとなる
が、30年度購入の職員パソコンは一括償却するため該当資産なし。なお、固定資産税償却資産にあって
は、簿外資産であっても事業の用に供する資産、また減価償却済みであっても使用の用に供される30年度
購入の職員パソコンは、貸借対照表には計上にならなくても固定資産償却資産の対象となるため、職員パ
ソコン（令和2年の申告）、サーバー等を申告。

機構集積支援事業

農業者年金基金委託金

全国農業会議所委託金

　事務所移転積立資産
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１．特定資産の明細 (単位：円)

区　　分 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

特定資産 2,994,274 0 0 2,994,274

2,994,274 0 0 2,994,274

２．引当金の明細 (単位：円)

目的使用 その他

43,441,304 0 328,390 0 43,112,914

43,441,304 0 328,390 0 43,112,914

当期増加額
当期減少額

期末残高

附　属　明　細　書

資産の種類

事務所移転積立資産

退職給付引当金

合　　　計

合　　　　　計

科　　　目 期首残高
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監査報告書 

 

私たち監事は、平成30年4月1日から平成31年3月31日までの会計年度における一般社団法人

岩手県農業会議の業務及び財産の状況について、一般社団法人及び一般財団法人に関する法

律第99条並びに定款第27条に基づき監査を行ったので、次のとおり報告します。 

 

１ 監査の方法及びその内容 

（1）理事会及びその他の重要な会議に出席し、理事から業務の報告を聴取し、関係書類の閲

覧など必要と思われる監査手続を用いて業務執行の妥当性を検討しました。 

（2）会計帳簿並びに関係書類の閲覧など必要と思われる監査手続を用いて、計算書類（貸借

対照表及び正味財産増減計算書）の正確性を検討しました。 

 

２ 監査の結果 

（1）計算書類は当法人の財産及び損益の状況を全ての重要な点において適正に表示していま

す。 

（2）事業報告書の内容は法令及び定款に従い当法人の状況を正しく表示しています。 

（3）理事の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実はあ

りません。 

 

 

一般社団法人岩手県農業会議 

 会長  高前田 寿幸   様 

 

令和元年６月１３日 

 

一般社団法人岩手県農業会議 

                                   監 事  北田 晴男 ○印E  

 

監 事  合砂 哲夫 ○印  

 

監 事  菅原 和則 ○印  
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	平成30年度は「全国農業新聞で農地利用の最適化達成を目指す３カ年運動」の最終年度であり、これまで取り組んできた「農業委員・農地利用最適化推進委員１人月１回以上の声かけ活動の励行」と「年間新たに１人１部の新規購読を確保」を徹底するとともに、市町村農業委員会の総会等の機会を捉えた市町村巡回や担い手組織の会員などへの普及を強化した。
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